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●小豆島町総合防災訓練
●アート小豆島・豊島2014
●町長の「八日目の蟬」記　セレクション
●新たなまちづくりへ向けて
●「臨時福祉給付金」「子育て世帯
　　　　臨時特例給付金」のお知らせ
●子どもの健康相談室
●まちのわだい
●くらしの情報
●くらしのカレンダー
●小豆島を元気に！　私の提言

「伝統をつなぐ」
～東京小豆島会110周年記念

　中山農村歌舞伎 「小豆嶋」上演～
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本
町
で
は
、
昭
和
49
年
、
51

年
の
大
災
害
を
教
訓
と
し
て
、

住
民
の
防
災
意
識
の
向
上
と
防

災
体
制
の
整
備
点
検
の
た
め
、

毎
年
7
月
第
2
日
曜
日
を
「
小

豆
島
町
防
災
の
日
」
と
定
め
、

毎
年
、
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
も
な
く
、
大
雨
・
台
風
の

季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。
災
害

を
未
然
に
防
ぎ
、
被
害
を
軽
減

さ
せ
る
た
め
に
は
、
防
災
関
係

機
関
は
も
と
よ
り
、
皆
さ
ん
一

人
ひ
と
り
が
地
域
条
件
や
避
難

場
所
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
や

地
域
住
民
が
お
互
い
を
助
け
合

い
、
自
ら
の
地
域
は
自
ら
で
守

る
と
い
っ
た
意
識
が
重
要
で
す
。

 

今
年
の
防
災
訓
練
で
は
、
二

生
地
区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
、

大
雨
（
土
砂
災
害
・
浸
水
害
）・

洪
水
警
報
、
土
砂
災
害
警
戒
情

報
が
発
表
さ
れ
、
そ
の
後
も
降

り
続
く
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害

が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
た

小
豆
島
町
総
合
防
災
訓
練

小
豆
島
町
総
合
防
災
訓
練

７
月
13
日
㈰
小
豆
島
町
に
大
雨（
土
砂
災
害
・
浸
水
害
）・
洪
水
警
報
発
表

　
　
　
　
　
　

二
生
地
区
全
域
に
避
難
勧
告
を
発
令
し
ま
す

防災訓練のスケジュール
　（会場：二生地区・ふるさと村グラウンド）

時　刻 訓　　練　　内　　容

14：20
○小豆島町に大雨（土砂災害・浸水害）・洪水
　警報発表
○訓練対策本部設置

14：25 ○小豆島町に土砂災害警戒情報発表

14：30
○二生地区全域に避難勧告発令
○避難・避難誘導訓練開始
○非常炊出し訓練開始

15：00 ○各避難所から対策本部へ避難状況を報告

15：15
○自衛隊派遣要請
○防災関係機関による訓練
○自衛隊装備品展示

16：30
○土砂災害警戒情報解除
○大雨（土砂災害・浸水害）・洪水警報解除
○避難勧告解除

16：40 ○訓練終了

16：50 ○閉会式○訓練対策本部解散
※　訓練内容は一部変更になることがあります。

避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
ふ
る
さ
と
村
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
お
い
て
防
災
関
係
機
関
に
よ

る
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　

近
い
将
来
、
南
海
ト
ラ
フ
で

の
地
震
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て

お
り
、
防
災
・
減
災
対
策
の
強

化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
い

ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
、
積
極

的
に
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　気象庁はこれまで、大雨、地震、津波、高潮などにより
重大な災害が起こる恐れがあるときに、警報を発表して
警戒を呼びかけていました。これに加え、今後は、この
警報の発表基準をはるかに超える豪雨や大津波などが
予想され、重大な災害の危険性が著しく高まっている場
合、「特別警報」を発表し、最大限の警戒を呼び掛けます。
　特別警報が対象とする現象は、18,000人以上の死者・
行方不明者を出した東日本大震災における大津波や、我
が国の観測史上最高の潮位を記録し、5,000人以上の死者・
行方不明者を出した「伊勢湾台風」の高潮、紀伊半島に
甚大な被害をもたらし、100人近い死者・行方不明者を
出した「平成23年台風第12号」の豪雨などが該当します。
　「特別警報」が出た場合、お住まいの地域は数十年に一度しかないような非常に危険な状況にあり
ます。周囲の状況や町から発表される避難指示・避難勧告などの情報に留意し、ただちに命を守る
ための行動をとってください。
【特別警報に関してのお問い合わせ先】高松地方気象台　防災業務課　☎087－867－6114

　気象庁では、平成25年８月30日から「特別警報」の運用を開始しています

「特別警報」が発表されたら、ただちに命を守る行動をとってください。「特別警報」が発表されたら、ただちに命を守る行動をとってください。

重大な災害が発生する
おそれが著しく大きい
ときに発表

重大な災害が発生する
おそれがあるときに発表

災害が発生するおそれが
あるときに発表

大

災
害
の
危
険
性　
　

小

特別警報

警　　報

注 意 報
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「アート小豆島・豊島2014」のお知らせ「アート小豆島・豊島2014」のお知らせ
　現在、展開中のアート小豆島・豊島2014。
　小豆島町の「中山」「三都半島」「醤の郷・坂手」「福田」においても、たくさんのアート作品と島の魅
力を楽しむことができます。特に夏にはさまざまなワークショップやイベントの実施が予定されています。

各エリア～夏に向けてのみどころ～

　

香
川
県
立
東
山
魁
夷
せ
と
う

ち
美
術
館
で
は
、
瀬
戸
内
海
国

立
公
園
指
定
80
周
年
を
記
念
し

て
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
の
指
定

に
関
わ
る
作
品
を
は
じ
め
、
日

本
を
代
表
す
る
画
家
た
ち
が
描

い
た
瀬
戸
内
の
風
景
を
紹
介
し

ま
す
。

期
間　

７
月
12
日
㈯
〜

　

8
月
31
日
㈰

開
館
時
間　

9
時
〜
17
時

入
館
料　

一
般
５
１
０
円

　
　
　
　

高
校
生
以
下
、
満
65

歳
以
上
の
方
は
無
料
で

す
。（
証
明
書
な
ど
を
提

示
し
て
下
さ
い
。）

休
館
日　

7
月
14
日
㈪

展
示
場
所　

香
川
県
立
東
山
魁

夷
せ
と
う
ち
美
術
館

　

☎
０
８
７
７
―
４
４
―
１
３
３
３

夏
の
特
別
展

夏
の
特
別
展

美
し
き
日
本

美
し
き
日
本

瀬
戸
内
の
風
景
展
の
お
知
ら
せ

瀬
戸
内
の
風
景
展
の
お
知
ら
せ

アート小豆島・豊島公式サイト http://artguide.shodoshima.or. jp

　瀬戸内国際芸術祭2013の既存作品である「小豆島の光」が中山千枚
田の中に佇みます。７月５日㈯に行われる虫送りや農村歌舞伎などの
伝統文化と棚田や湯舟山の名水など日本の原風景が残る自然を生かし
ながら、現代アートで癒しの空間づくりに取り組んでいます。

中　山中　山

小豆島の光／ワン・ウェンチー（王文志）

　海と山に囲まれた自然豊かな三都半島では、「小豆島アーティスト・
イン・レジデンス」招へい作家らが、人々と交流しながら制作した作
品の展覧会を８月２日㈯～８月31日㈰の間に開催します。初日にはオー
プニングイベントがあり、作品を巡るバスツアーや餅投げなどを予定
しています。過去の滞在作家作品についても同時に公開します。

三都半島三都半島

アート小豆島・豊島公式サイト htt

　１つの集落を通してアジア諸地域がつながるプロジェクト「福武ハウ
ス」。瀬戸内国際芸術祭2013で出会った、福田とアジアがパートナーとし
てお互いの理解を深めていきます。まず今年は台湾を中心に協働します。
これまでの旧小学校舎、福田アジア食堂に、新たに元郵便局舎を加えた
３つの場所を中心に、アート作品の展示、食などの生活文化を通した交流、
さらにはアジアや福田の魅力を味わえるイベントに取り組んでいきます。

福　田

葺田パヴィリオン／西沢立衛

　醤の郷と坂手地区では、７月19日㈯～９月15日㈪の２か月間に大
勢のアーティストが来島し、イベントやワークショップを集中して行
います。また、７月20日㈰には、坂手港でオープニングイベントを予
定しており、盆踊りなどをお楽しみいただけます。瀬戸内国際芸術祭
2013の既存作品である「オリーブのリーゼント」や「Umaki camp」で
は親子で学べるワークショップを企画中です。

醤の郷・坂手醤の郷・坂手

photo:Kimito Takahashi
花寿波島の秘密／吉田夏奈

photo:Yoshiro Masuda
オリーブのリーゼント／清水久和

「寒霞渓紅葉」神下雄吉
（小杉放菴記念日光美術館蔵）
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ご
み
の
野
焼
き
は
で
き
ま
せ
ん
！

ご
み
の
野
焼
き
は
で
き
ま
せ
ん
！

　
「
小
豆
島
ま
つ
り
」
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
花
火
を
今
年
も
募
集
し

ま
す
。
恋
人
や
家
族
、
親
友
な

ど
、
あ
な
た
の
大
切
な
人
へ
、

日
頃
な
か
な
か
伝
え
ら
れ
な
い

気
持
ち
を
、
花
火
と
と
も
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
せ
ん
か
。

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
小
豆
島
ま

つ
り
当
日
、
会
場
放
送
で
ご
紹

介
し
ま
す
。

日
時　

８
月
15
日
㈮

　
　
　

20
時
30
分
〜

　

雨
天
順
延
8
月
16
日
㈯

会
場　

内
海
総
合
運
動
公
園

メ
ッ
セ
ー
ジ
料　

1
件
1
万
円

募
集
件
数　

先
着
10
件

要
項　

①
メ
ッ
セ
ー
ジ

は
１
件
に
つ
き
80

文
字
程
度

②
１
つ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
会
場
放
送
で
ご

紹
介
後
に
、
5
号
玉

花
火
を
打
ち
上
げ

ま
す
。

特
典　

特
別
招
待
席
を
ご
用
意

し
ま
す
（
1
件
に
つ
き
、
2

名
様
ま
で
）

申
込
方
法　

詳
細
は
7
月
11
日

㈮
に
新
聞
折
込
予
定
の
チ
ラ

シ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

商
工
観
光
課

　

☎
８
２
―
７
０
０
７

第第
3434
回
小
豆
島
ま
つ
り
花
火
大
会

回
小
豆
島
ま
つ
り
花
火
大
会

メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
大
募
集

メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
大
募
集

【
露
店
等
の
開
設
届
出
書
に
つ

い
て
】

　

祭
礼
、
縁
日
、
花
火
大
会
、

展
示
会
な
ど
、
大
勢
の
人
が
集

ま
る
催
し
に
お
い
て
、
露
店
、

屋
台
な
ど
に
類
す
る
も
の
を
開

設
し
、
火
気
を
使
用
す
る
場
合

は
、
消
防
署
に
届
出
（
露
店
等

の
開
設
届
出
書
）
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
消
防
署
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
】

日
時　

8
月
6
日
㈬

　
　
　

13
時
15
分
〜
17
時

場
所　

土
庄
町
総
合
会
館

対
象
者　

危
険
物
取
扱
者
免
状

の
交
付
を
受
け
て
、
現
に
危

険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し

て
い
る
方
。
た
だ
し
、
平
成

24
年
4
月
1
日
以
降
に
、
危

険
物
取
扱
者
免
状
の
交
付
ま

た
は
、
保
安
講
習
を
受
け
た

方
お
よ
び
、
現
在
危
険
物
の

取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
な

い
方
は
、
受
講
義
務
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※
受
講
申
請
書
は
各
消
防
署
に

置
い
て
い
ま
す
。

※
定
員
（
55
名
）
に
達
し
次
第

締
め
切
り
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

小
豆
地
区
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
６
２
―
２
２
２
０

　

小
豆
島
消
防
署
池
田
分
署　

　

☎
７
５
―
１
１
１
１

　

小
豆
島
消
防
署
内
海
分
署　

　

☎
８
２
―
０
１
１
９

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

飲料水水質検査のお知らせ飲料水水質検査のお知らせ
　井戸水などを飲み水として利用する場
合は、年に１回程度は水質検査を受けま
しょう。
受付日時　第２・４水曜日　９時～11時
場　所　香川県小豆総合事務所
　　　　環境森林課
検査料金　飲料水　化学試験　3,270円
　　　　　飲料水　細菌試験　2,110円
検査内容　香川県のホームページ「飲料
水水質試験のしおり」をご覧ください

その他　事前に検査専用の容器を配布し
ます。検査を依頼する日の朝に井戸水
などを採水してください。

容器配布場所　・香川県小豆総合事務所
　　　　　　　・環境衛生課
　　　　　　　・池田窓口センター
問い合わせ先　香川県小豆総合事務所
　　　　　　　☎62－2731

　

廃
棄
物
の
野
焼
き
は
原
則
と

し
て
禁
止
さ
れ
、
違
反
す
る
と

5
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は

１
，０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
さ
れ
ま
す
。

　

例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い

る
も
の
は
、
左
記
の
場
合
の
み

で
す
。

①
河
川
・
道
路
な
ど
公
共
施
設

の
管
理
上
や
む
を
得
な
い
場

合
②
災
害
の
予
防
、
応
急
対
策
ま

た
は
復
旧
の
た
め
に
必
要
な

場
合

③
地
域
の
慣
習
、
宗
教
上
の
行

事
を
行
う
た
め
に
必
要
な
場

合

④
農
林
業
・
漁
業
を
営
む
た
め

に
や
む
を
得
な
い
場
合

⑤
た
き
火
な
ど
日
用
生
活
で
通

常
行
わ
れ
る
特
に
軽
微
な
場

合
※
た
だ
し
、
認
め
ら
れ
て
い
る

も
の
で
あ
っ
て
も
、
煙
や
臭

い
な
ど
が
発
生
し
近
隣
の
住

民
に
迷
惑
を
か
け
る
場
合
は

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

家
庭
や
事
業
所
か
ら
発
生
し

た
ご
み
は
野
焼
き
せ
ず
に
、
町

の
ご
み
収
集
な
ど
定
め
ら
れ
た

処
理
方
法
で
適
切
に
処
理
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

環
境
衛
生
課

　

☎
８
２
―
７
０
０
８
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か
わ
い
そ
う
な
犬
を

　
　
　
　

増
や
さ
な
い
で
！

　

町
内
各
地
で
野
犬
が
群
れ
を

成
し
て
徘
徊
し
て
お
り
、
役
場

に
も
「
野
犬
に
追
い
か
け
ら
れ

怖
か
っ
た
」、「
フ
ン
を
し
て
困

る
」、「
畑
を
荒
ら
さ
れ
た
」
な

ど
の
多
く
の
苦
情
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

野
犬
が
増
え
続
け
る
最
大
の

原
因
は
、
不
要
に
な
っ
た
犬
を

無
責
任
に
捨
て
る
行
為
で
す
。

動
物
を
捨
て
る
こ
と
は
犯
罪
で

あ
り
、
こ
れ
に
違
反
す
る
と
罰

金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

野
犬
が
増
え
る
こ
と
は
、
か

わ
い
そ
う
な
犬
が
増
え
る
こ
と

で
あ
り
、
最
終
的
に
は
人
間
と

犬
と
の
関
係
を
悪
化
さ
せ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
野
犬
へ
の
エ
サ
や
り
は

　
　

愛
護
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！

　

ま
た
、
野
犬
に
対
す
る
エ
サ

や
り
は
、
動
物
愛
護
と
は
違
い

ま
す
。
子
犬
が
お
腹
を
空
か
せ

て
徘
徊
し
て
い
る
と
、
か
わ
い

そ
う
だ
と
い
っ
て
エ
サ
を
や
り

続
け
る
人
が
お
り
、
や
が
て
子

犬
が
成
犬
と
な
っ
て
さ
ら
に
繁

殖
が
進
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

自
分
の
満
足
感
を
満
た
す
た

め
に
エ
サ
を
や
り
、
そ
の
犬
た

ち
が
巻
き
起
こ
す
危
険
、
迷
惑

に
つ
い
て
一
切
責
任
を
負
わ
な

い
と
い
う
行
為
は
間
違
い
で
す
。

　

野
犬
へ
の
エ
サ
や
り
は
、
地

域
の
住
民
の
安
全
・
安
心
な
生

活
を
脅
か
す
行
為
に
な
り
、
住

民
か
ら
嫌
わ
れ
、
迷
惑
が
ら
れ

る
か
わ
い
そ
う
な
犬
が
増
え
る

大
き
な
原
因
の
一
つ
で
す
。

　
野
犬
の
捕
獲
器

　

環
境
衛
生
課
で
は
、
地
区
自

治
会
や
小
学
校
な
ど
と
連
携
し

て
、
住
民
の
方
に
危
険
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
の
あ
る
野
犬
を
、
傷

つ
け
ず
に
捕
獲
す
る
た
め
、
捕

獲
器
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
捕
獲
器
で
の
捕
獲
を
妨

害
す
る
行
為
に
対
し
て
は
、
警

察
と
連
携
し
、
厳
正
に
対
処
し

ま
す
。

　

ま
た
、
捕
獲
用
の
エ
サ
な
ど

の
管
理
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お

願
い
し
、
捕
獲
箱
の
貸
し
出
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。
捕
獲
で
き

野
犬
へ
の
苦
情
が
増
え
て
い
ま
す
！

野
犬
へ
の
苦
情
が
増
え
て
い
ま
す
！

れ
ば
役
場
が
保
健
所
ま
で
移
送

し
ま
す
。

　

野
犬
に
関
し
て
お
困
り
の
方
、

捕
獲
箱
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て

は
、
環
境
衛
生
課
（
☎
８
２
―

７
０
０
８
）
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

農
作
物
な
ど
に
被
害
を
及
ぼ
し
て
い
る
シ
カ
、
サ
ル
、
イ
ノ
シ
シ

な
ど
の
鳥
獣
を
捕
獲
す
る
た
め
に
必
要
な
狩
猟
免
許
の
講
習
会
、
試

験
が
次
の
日
程
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
本
町
で
は
鳥
獣
被
害
対
策
を
進

め
て
お
り
、
狩
猟
免
許
取
得
に
要
す
る
費
用
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

初
心
者
狩
猟
講
習
会

日
時　

８
月
９
日
㈯
、
10
日
㈰

の
２
日
間

　
　
　

10
時
〜
16
時

会
場　

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川

受
講
料

　

1
種
類
８
，０
０
０
円
、

　

2
種
類
以
上
９
，０
０
０
円

受
付
期
間　
　

7
月
7
日
㈪

〜
8
月
1
日
㈮

申
し
込
み
先　
（
一
社
）香
川
県

　

猟
友
会
事
務
局　

☎
０
８
７

―
８
３
１
―
６
９
２
０

※
講
習
会
の
受
講
料
と
交
通
費

は
全
額
補
助
し
ま
す
。

※
狩
猟
免
許
を
取
得
す
る
に

は
、こ
の
講
習
会
と
は
別
に
、

　

狩
猟
免
許
試
験
を
受
験
し
、

合
格
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

狩
猟
免
許
試
験

第
１
回

日
時　

８
月
17
日
㈰　

９
時
〜

会
場　

県
庁　

申
込
期
間　

７
月
14
日
㈪

〜
８
月
４
日
㈪
必
着

第
２
回
（
わ
な
猟
の
み
）

日
時　

８
月
24
日
㈰　

13
時
〜

会
場　

イ
マ
ー
ジ
ュ
セ
ン
タ
ー

申
込
期
間　

７
月
14
日
㈪

〜
８
月
４
日
㈪
必
着

第
３
回
（
わ
な
猟
の
み
）

日
時　

８
月
30
日
㈯　

９
時
〜

会
場　

県
庁

申
込
期
間　

７
月
14
日
㈪

〜
８
月
26
日
㈫
必
着

第
４
回

日
時　

８
月
31
日
㈰　

９
時
〜

会
場　

県
庁

申
込
期
間　

７
月
14
日
㈪

〜
８
月
26
日
㈫

受
験
料　

免
許
1
種
類
に
つ
き

５
，２
０
０
円
（
県
証
紙
）

　

他
の
種
類
の
狩
猟
免
許
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方
は
、
1

種
類
に
つ
き
３
，９
０
０
円

申
し
込
み
先　
県
み
ど
り
保
全
課

※
町
の
実
施
す
る
有
害
鳥
獣
捕

獲
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け

る
方
に
は
、
狩
猟
免
許
試

験
の
受
験
料
お
よ
び
狩
猟

免
許
取
得
者
の
狩
猟
登
録

に
係
る
経
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

農
林
水
産
課

　

☎
７
５
―
１
９
０
０

狩
猟
免
許
を
取
得
し
ま
せ
ん
か
？

狩
猟
免
許
を
取
得
し
ま
せ
ん
か
？

　
犬
の
登
録
と
注
射
は

　
　
　
　

飼
主
の
義
務
で
す

　

犬
は
、
狂
犬
病
予
防
法
で
登

録
と
狂
犬
病
の
予
防
注
射
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
違
反
す
る
と
罰
金
に
処
せ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

犬
は
鎖
や
綱
で
繋
ぐ
か
、
囲

い
の
中
で
飼
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
犬
を
散
歩
さ
せ
る
と

き
に
は
必
ず
リ
ー
ド
を
付
け
、

社
会
や
近
隣
に
迷
惑
を
及
ぼ
さ

な
い
よ
う
十
分
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

犬
は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

飼
い
ま
し
ょ
う
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市
と
そ
の
竹
田
市
も
、
地
域
間

の
交
流
の
糸
で
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
三
者
と
も
か
つ
て
は
交

通
、
交
流
の
要
衝
で
あ
り
、
隠

れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
遺
産
の
存
在

は
、
三
者
に
共
通
し
て
い
ま
す
。

　

東
京
一
極
集
中
が
進
み
、
地

方
の
疲
弊
が
危
惧
さ
れ
る
今

日
、
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
る

マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
全
国
各
地

を
つ
な
ぐ
現
代
の
貴
重
な
糸
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
各
地
の
地
域
が
特
色
を

活
か
し
て
輝
き
、
相
互
に
つ
な

が
る
こ
と
で
は
じ
め
て
、
東
京

が
輝
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
を
、
私
た
ち
は
忘
れ
て
は

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
方
の
地
域
が
輝
き
を
失
っ

た
と
き
、
東
京
も
輝
き
を
失
い

ま
す
。　
（
５
月
28
日
掲
載
分

か
ら
）

　

町
長
の
「
八
日
目
の
蟬
」
記

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全
文
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
豆
島
オ
リ
ー
ブ
マ
ラ
ソ
ン

全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
で
何
と
37
回
目
と
な

り
ま
す
。
今
年
も
北
は
北
海
道
、

南
は
鹿
児
島
、
全
国
か
ら
５
，

０
０
０
人
を
超
え
る
ラ
ン
ナ
ー

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

オ
リ
ー
ブ
マ
ラ
ソ
ン
は
今
で

こ
そ
、
市
民
参
加
の
マ
ラ
ソ
ン

大
会
と
し
て
、
全
国
に
知
ら
れ

る
大
会
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

最
初
は
、
豪
雨
に
よ
る
大
災
害

か
ら
復
興
し
た
小
豆
島
の
元
気

な
姿
を
全
国
の
皆
さ
ん
に
見
て

い
た
だ
く
た
め
企
画
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

商
工
会
の
青
年
部
の
皆
さ
ん

が
手
探
り
で
は
じ
め
、
第
一
回

目
の
大
会
の
参
加
者
は
数
百
人

に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
38
年
。
一
度
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
騒
ぎ
で
、

1
週
間
前
に
中
止
に
な
っ
た
年

が
あ
り
ま
す
が
、
毎
年
開
催
さ

れ
、
年
ご
と
に
人
気
を
高
め
て

い
ま
す
。

　

オ
リ
ー
ブ
マ
ラ
ソ
ン
の
評
価

の
高
さ
は
、
コ
ー
ス
の
景
色
の

美
し
さ
と
沿
道
の
た
く
さ
ん
の

応
援
、
素
麺
な
ど
に
よ
る
お
も

て
な
し
、
シ
ャ
ワ
ー
、
ト
イ
レ
、

救
急
体
制
な
ど
ロ
ジ
の
良
さ
、

醤
油
、
佃
煮
な
ど
地
場
産
業
の

お
み
や
げ
の
充
実
な
ど
、
あ
げ

る
と
切
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
今
年
の
大
会
も
期
待

に
違
わ
ぬ
も
の
で
し
た
。
瀬
戸
内

国
際
芸
術
祭
２
０
１
３
に
参
加

し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
皆
さ
ん

の
ほ
か
、
姉
妹
都
市
の
大
阪
府
茨

木
市
、
長
崎
県
南
島
原
市
か
ら
も

木
本
茨
木
市
長
ほ
か
、
大
勢
の
市

民
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
中
に
は
、
37
回
の
全
大
会
に

参
加
さ
れ
た
ラ
ン
ナ
ー
も
お
ら

れ
る
と
聞
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
茨
木
市
と
歴
史
文

化
都
市
姉
妹
縁
組
を
し
た
ば

か
り
の
大
分
県
竹
田
市
の
市
民

ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん
も
ト
ラ
イ

ア
ン
グ
ル
の
姉
妹
都
市
交
流
の

き
っ
か
け
を
つ
く
ろ
う
と
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

　

小
豆
島
と
南
島
原
市
、
茨
木

　
『
小
豆
島
オ
リ
ー
ブ
マ
ラ
ソ
ン
』

町
長
の

「
八
日
目
の
蟬
」
記

セ
レ
ク
シ
ョ
ン

﹁
島
の
食
品
の
あ
れ
こ
れ
﹂

﹁
島
の
食
品
の
あ
れ
こ
れ
﹂
Vol.42

醤の郷を駆けるランナーたち

　

自
然
界
に
ご
く
わ
ず
か
し
か

存
在
し
な
い「
希
少
糖
」。
食
品
、

医
薬
品
、
農
薬
に
対
し
て
の
さ

ま
ざ
ま
な
機
能
が
期
待
さ
れ
、

香
川
大
学
・
香
川
県
・
企
業
な

ど
が
連
携
し
て
、
十
数
年
に
わ

た
り
研
究
開
発
が
進
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
担
当
者
と
し
て
、

希
少
糖
の
商
品
化
支
援
に
取
り

組
み
、
希
少
糖
Ｄ
―
プ
シ
コ
ー

ス
の
食
経
験
（
今
ま
で
ヒ
ト
が

食
べ
て
き
た
経
験
）
や
、
食
品

加
工
時
に
お
け
る
適
切
な
加
工

条
件
を
明
ら
か
に
し
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
が
認
め

ら
れ
、
昨
年
度
末
に
農
学
博
士

号
の
学
位
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
６
月
、
宇
多
津
町
に
希

少
糖
含
有
シ
ロ
ッ
プ
の
大
規

模
な
製
造
工
場
が
建
設
さ
れ
、

香
川
県
か
ら
全
国
に
向
け
て
当

該
シ
ロ
ッ
プ
が
提
供
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
希

少
糖
含
有
シ
ロ
ッ
プ
お
よ
び
そ

れ
を
活
用
し
た
商
品
は
、
大
手

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
採
用
さ

れ
る
な
ど
、
全
国
的
に
普
及
が

進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

小
豆
島
内
の
企
業
か
ら
も
希
少

糖
を
活
用
し
た
商
品
が
多
数
製

造
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

香
川
県
で
は
、
産
業
成
長
戦

略
に
お
い
て
「
希
少
糖
」
を
重

要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置

づ
け
て
お
り
、
今
後
も
希
少
糖

の
研
究
が
ま
す
ま
す
進
展
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
希
少

糖
を
利
用
し
た
商
品
開
発
の
際

に
は
協
力
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　

小
豆
島
産
業
振
興
・

　
　
　
　
　

環
境
技
術
会
議

　
香
川
発
！
！
夢
の
糖
「
希
少
糖
」

島内企業が商品化した
希少糖入りの商品の例

香
川
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
発
酵
食
品
研
究
所

主
任
研
究
員

大　

島　

久　

華
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オ
リ
ー
ブ
で
健
康

オ
リ
ー
ブ
で
健
康
・・

長
寿
の
島
づ
く
り

長
寿
の
島
づ
く
り

　

小
豆
島
町
で
は
、「
健
康
長

寿
の
島
づ
く
り
事
業
」
の
取
り

組
み
が
学
校
や
家
庭
、
公
民
館

な
ど
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
オ

リ
ー
ブ
オ
イ
ル
に
含
ま
れ
る
オ

レ
イ
ン
酸
は
、
消
化
吸
収
を
助

け
る
働
き
や
、
骨
を
丈
夫
に
す

る
働
き
が
あ
る
こ
と
が
研
究
に

よ
っ
て
証
明
さ
れ
て
き
て
い
ま

す
。
生
活
リ
ズ
ム
の
中
で
食
生

活
に
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
活
用

す
る
な
ど
、
自
分
に
あ
っ
た
方

法
で
、
今
よ
り
も
少
し
で
も
元

気
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
体
や

気
持
ち
の
変
化
が
も
た
ら
さ
れ

た
ら
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

　

近
年
、「
食
育
」
と
い
う
言

葉
が
浸
透
し
始
め
て
い
ま
す
。

食
べ
る
と
い
う
行
為
は
、
生
き

る
た
め
の
基
本
的
な
営
み
で

す
。
毎
日
、
口
に
す
る
食
べ
物

が
私
た
ち
の
体
を
作
り
、
活
動

源
と
な
り
、
病
気
に
抵
抗
す
る

力
を
生
み
出
し
ま
す
。
つ
ま
り
、

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

す
べ
て
の
人
に
必
要
な
も
の
で

す
。
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
取
り

入
れ
た
食
育
活
動
に
お
い
て

は
、
食
べ
方
や
栄
養
の
教
育
の

ほ
か
、
食
を
通
し
て
、
考
え
て

食
べ
る
力
を
育
む
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
乳
幼
児
健
診
で

は
、
レ
シ
ピ
集
を
配
布
し
、
栄

養
相
談
を
実
施
し
た
り
、
老
人

会
の
皆
さ
ん
と
は
、
オ
リ
ー
ブ

を
活
用
し
た
お
話
や
調
理
実
習

を
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
オ
リ
ー

ブ
オ
イ
ル
の
効
能
を
生
か
し
、

家
庭
や
社
会
の
中
で
一
人
ひ
と

り
の
食
べ
る
力
を
豊
か
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
健
康
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　『
オ
リ
ー
ブ
は
健
康
づ
く
り
の
始
ま
り
』

健
康
づ
く
り
福
祉
課

保
健
師

井　

本　

直　

子

果
に
合
わ
せ
た
、
こ
れ
か
ら
取

り
組
ん
で
い
く
健
康
づ
く
り
の

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。（
☎
８
２
―

７
０
３
８
）

　

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
カ
ギ

は
、「
一
人
ひ
と
り
が
ど
う
健

康
づ
く
り
を
実
践
す
る
か
？
」

で
す
。
健
康
づ
く
り
福
祉
課
は
、

あ
な
た
の
健
康
づ
く
り
を
応
援

し
ま
す
。

新たな

へ
向
け
て

まま
ちち
づづ
くく
りり

　
「〝
健
康
づ
く
り
〞
を
意
識
し

て
、
日
々
気
を
付
け
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
」
そ
ん

な
質
問
を
さ
れ
た
ら
、
ど
ん
な

答
え
が
返
っ
て
く
る
で
し
ょ
う

か
？
「
減
塩
」「
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」「
早
寝
早
起
き
」
な
ど
、
健

康
づ
く
り
の
3
要
素
で
あ
る

『
栄
養
』『
運
動
』『
休
養
』
に
当

て
は
ま
る
内
容
が
多
い
の
で
は

な
い
か
と
想
像
で
き
ま
す
。「
定

期
的
に
健
康
診
査
を
受
け
る
こ

と
！
」
そ
ん
な
答
え
を
返
し
て

下
さ
る
方
は
、
は
た
し
て
何
人

い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
か
？

　

現
在
、
健
康
づ
く
り
福
祉
課

で
は
、6
月
か
ら
始
ま
っ
た
『
特

定
健
康
診
査
』
の
受
診
を
お
す

す
め
し
て
い
ま
す
が
、実
は
『
健

康
診
査
』
は
受
け
た
後
が
と
っ

て
も
大
事
で
す
。
今
年
の
健
診

結
果
が
届
い
た
ら
、
ぜ
ひ
次
の

よ
う
に
取
り
扱
っ
て
く
だ
さ
い
。

① 

『
要
医
療
』『
要
精
密
』
が
あ

れ
ば
、放
置
せ
ず
（
当
た
り
前
）、

必
ず
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相

談
す
る
。

②
『
経
過
観
察
』
と
書
か
れ
た

項
目
は
「
た
い
し
た
こ
と
な
い

わ
！
」
と
安
易
に
過
ご
さ
ず
、

過
去
の
健
診
結
果
と
比
較
し
て

み
る
。（
良
い
方
向
に
む
か
っ

て
い
る
か
？
そ
れ
と
も
…
…
）

③ 

こ
こ
1
年
間
の
自
分
の
生
活

を
、
じ
っ
く
り
振
り
返
る
。（
食

生
活
は
ど
う
だ
っ
た
か
な
？
体

は
し
っ
か
り
動
か
せ
た
か
な
？

十
分
な
睡
眠
は
取
れ
た
か
な
？

ｅ
ｔ
ｃ
…
…
）

④ 

改
善
点
が
見
つ
か
っ
た
ら
、

手
の
届
き
そ
う
な
目
標
を
決

め
、
今
日
か
ら
で
き
る
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。

　

健
康
づ
く
り
福
祉
課
で
は
、

保
健
師
や
管
理
栄
養
士
な
ど

が
、
健
康
診
査
の
結
果
に
つ
い

て
個
別
の
ご
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
健
診
結

「
健
康
づ
く
り
は
、
ま
ず
健
診
か
ら
」

健
康
づ
く
り
福
祉
課

課　

長

楠　
　
　

初　

美

地域の方々と子ども食育教室

「Umaki camp」での「暮らしの体験」のようす 
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期
間　

７
月
１
日
㈫
〜８月

31
日
㈰

　

た
だ
し
、
毎
週
月
曜
日
は
休

館
日
で
す
。

開
館
時
間　

13
時
〜
19
時　

※
幼
児
は
必
ず
成
人
の
同
伴
者

が
必
要
で
す
。

　
　

ま
た
、
小
・
中
学
生
で
同

伴
者
の
い
な
い
場
合
は
16
時

ま
で
で
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

一
般
開
放
の
お
知
ら
せ

①
初
心
者
水
泳
教
室

日
程　

第
１
期　

７
月
24
日
㈭

　

・
25
日
㈮
・
29
日
㈫
・
30
日

㈬
・
31
日
㈭
、
８
月
１
日
㈮

　

全
６
回

　

第
２
期　

８
月
５
日
㈫
・
６

日
㈬
・
７
日
㈭
・
８
日
㈮
・

12
日
㈫
・
13
日
㈬　

全
６
回

対
象
者　

泳
力
25
メ
ー
ト
ル
未

　

満
の
町
内
小
学
生
（
1
・
2
・

3
年
生
）

定
員　

80
名
（
先
着
順
、各
コ
ー

ス
20
名
程
度
）

　

Ａ
コ
ー
ス

　
　
（
９
時
〜
10
時
10
分
）

　

Ｂ
コ
ー
ス

　
　
（
10
時
20
分
〜
11
時
30
分
）

受
講
料　

１
，５
０
０
円

申
し
込
み
先　

申
込
用
紙
と
受

講
料
を
持
参
の
う
え
、
7
月

12
日
㈯
８
時
30
分
か
ら
（
当

日
限
り
）
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
で

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

　
②
中
級
者
水
泳
教
室

日
程　

８
月
19
日
㈫
〜
23
日

㈯
、
26
日
㈫
〜
30
日
㈯
、
９

月
２
日
㈫
〜
６
日
㈯
・  

９

日
㈫
〜
13
日
㈯　
　

全
20
回

対
象
者　

ク
ロ
ー
ル
泳
力
50

メ
ー
ト
ル
以
上
の
町
内
小
学

生
（
４
・
５
年
生
）

定
員　

15
名
（
先
着
順
）

目
的　

次
年
度
の
水
泳
記
録
会

に
向
け
て
の
泳
法
の
マ
ス

タ
ー
及
び
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

受
講
料　

１
，５
０
０
円

申
し
込
み
先　

申
込
用
紙
と
受

講
料
を
持
参
の
う
え
、
８
月

12
日
㈫
ま
で
に
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

③
レ
デ
ィ
ー
ス
水
泳
教
室

　
（
後
期
）

日
程　

8
月
5
日
㈫
・
8
日

㈮
・
12
日
㈫
・
19
日
㈫
・
22

日
㈮
・
26
日
㈫
・
29
日
㈮
・

9
月
2
日
㈫
・
5
日
㈮
・
9

日
㈫　
　
　
　
　
　

全
10
回

対
象
者　

水
泳
・
水
中
運
動
に

　

興
味
の
あ
る
成
人
女
性

定
員　

50
名
（
先
着
順
）

受
講
料

　

Ａ
コ
ー
ス
（
水
中
運
動
）

　

19
時
〜
20
時

２
，５
０
０
円

　

Ｂ
コ
ー
ス
（
水
泳
）　

　

20
時
〜
21
時

２
，５
０
０
円

　

Ａ
＋
Ｂ
コ
ー
ス

　

19
時
〜
21
時

３
，５
０
０
円

申
し
込
み
先　

申
込
用
紙
と
受

講
料
を
持
参
の
う
え
、
7
月

29
日
㈫
ま
で
に
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
ま
た
は
イ
マ
ー

ジ
ュ
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※
①
②
③
会
場　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

④
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
教
室

日
時　

7
月
５
日
㈯
、
12
日
㈯

　
　
　

14
時
〜
16
時　

会
場　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　
　

艇
庫
前

対
象
者　

町
内
小
学
生
（
４･

５･

６
年
生
）

定
員　

20
名
（
先
着
順
）

受
講
料　

５
５
０
円

内
容　

カ
ヌ
ー
・
ロ
ー
ボ
ー
ト

の
体
験
、
弁
天
島
で
の
遊
泳

申
し
込
み
先　

申
込
用
紙
と
受

講
料
を
持
参
の
う
え
、
7
月

2
日
㈬
ま
で
に
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※
①
②
③
④
受
講
料
は
、
使
用

料
・
保
険
料
込
み

問
い
合
わ
せ
先　

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー　

　

☎
８
２
―
５
１
７
１
、
社
会

　

教
育
課
☎
８
２
―
７
０
１
５

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー　

　
　

水
泳
・
海
洋
教
室
の
ご
案
内

　
　

水
泳
・
海
洋
教
室
の
ご
案
内

　

本
町
で
は
、
新
成
人
が
3
年

続
け
て
司
会
進
行
を
務
め
ま
し

た
。

　

本
年
度
も
新
成
人
に
よ
る
運

営
を
実
施
す
る
た
め
、
次
の
と

お
り
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
期
間　

７
月
１
日
㈫

〜
８
月
15
日
㈮

募
集
人
数　

10
名
程
度

　
　
　
　
　
　
　
（
先
着
順
）

対
象
者　

町
内
出
身
の
新
成
人

（
平
成
6
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
7
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
）

申
し
込
み
先　

社
会
教
育
課

　

☎
８
２
―
７
０
１
５

〈
第
１
回
実
行
委
員
会
〉

開
催
日
時　

8
月
14
日
㈭

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜

開
催
場
所　

内
海
庁
舎

　

南
館
3
階　

第
4
会
議
室　

※
都
合
に
よ
り
第
1
回
実
行
委

員
会
に
出
席
出
来
な
く
て

も
、
応
募
し
て
い
た
だ
い
て

構
い
ま
せ
ん
。

　

次
回
以
降
の
開
催
に
つ
い
て

は
、
担
当
者
か
ら
ご
連
絡
し
ま

す
。

★水泳プール使用料（税込金額）

※２人目以降の幼児は下記の使用料となります。

問い合わせ先　Ｂ＆Ｇ海洋センター　☎82－5171

利用区分  町内者 町外者
小・中学校児童生徒 ￥1 0 0 ￥ 3 2 0
高校・大学生、一般 ￥2 1 0 ￥ 6 4 0
幼児（要保護者同伴） 無　料 無　料

町内者 ￥1 0 0 町外者 ￥3 2 0

平
成
平
成
2626
年
度（
平
成

年
度（
平
成
2727
年
開
催
）成
人
式
実
行
委
員
募
集

年
開
催
）成
人
式
実
行
委
員
募
集

〜
成
人
式
を
自
分
た
ち
で
演
出
し
ま
せ
ん
か
〜

〜
成
人
式
を
自
分
た
ち
で
演
出
し
ま
せ
ん
か
〜
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ら
い
た
い
制
度
で
す
の
で
、
事

前
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

登
録
で
き
る
方

　
・
小
豆
島
町
に
住
民
登
録
が
あ

る
方
（
過
去
に
あ
っ
た
方
）

　
・
小
豆
島
町
に
本
籍
が
あ
る
方

（
過
去
に
あ
っ
た
方
）

受
付
場
所

　
・
住
民
課
・
池
田
窓
口
セ
ン

タ
ー
・
各
出
張
所
（
三
都
、

　

橘
、
坂
手
、
福
田
）

　
（
申
込
書
な
ら
び
に
委
任
状

に
つ
い
て
は
、
各
受
付
場
所

で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

必
要
書
類

　
・
小
豆
島
町
本
人
通
知
制
度
登

録
申
込
書

　
・
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確

認
書
類

　
・
法
定
代
理
人
に
よ
る
申
し
込

み
は
、
戸
籍
謄
本
な
ど
そ
の

資
格
を
証
明
す
る
書
類

　
・
そ
の
他
の
代
理
人
に
よ
る
申

込
み
は
、
委
任
状

　

詳
し
く
は
、
住
民
課
（
☎
８

２
―
７
０
０
４
）
ま
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
前
に
登
録

し
た
方
に
対
し
て
、
そ
の
方
の

戸
籍
謄
本
・
抄
本
や
住
民
票
の

写
し
な
ど
の
証
明
書
を
、
本
人

の
代
理
人
や
第
三
者
に
交
付
し

た
と
き
、
証
明
書
を
交
付
し
た

と
い
う
事
実
を
登
録
者
本
人
に

通
知
す
る
制
度
で
す
。

　

戸
籍
謄
本
・
抄
本
や
住
民
票

の
写
し
な
ど
か
ら
は
、
個
人

情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
こ

れ
が
悪
用
さ
れ
れ
ば
大
変
な
人

権
侵
害
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま

た
、
不
正
取
得
さ
れ
た
個
人
情

報
が
、
結
婚
や
就
職
の
際
の
身

元
調
査
や
高
齢
者
世
帯
へ
の
詐

欺
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
に

悪
用
さ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

こ
の
本
人
通
知
制
度
に
よ

り
、
住
民
票
の
写
し
な
ど
が
第

三
者
に
交
付
さ
れ
た
こ
と
を
本

人
が
早
期
に
知
る
こ
と
が
で

き
、
不
正
取
得
に
よ
る
個
人
の

権
利
侵
害
の
防
止
に
役
立
ち
ま

す
。
ま
た
、
本
人
通
知
制
度
が

周
知
さ
れ
る
こ
と
で
、
不
正
請

求
の
抑
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

よ
り
多
く
の
方
に
利
用
し
て
も

　

オ
リ
ー
ブ
の
産
地
育
成
と
生

産
技
術
向
上
の
た
め
、
オ
リ
ー

ブ
生
産
農
家
を
対
象
に
園
地
の

品
評
会
を
行
い
ま
す
。

【
受
付
期
間
】　

7
月
１
日
㈫
〜

8
月
８
日
㈮

　【
審
査
時
期
】　

9
月
上
旬

【
審
査
項
目
】　

園
地
お
よ
び
立

ち
木
の
管
理
状
況
、
結
果
量

な
ど

【
出
品
要
件
】　

①
出
品
園
地

は
、
概
ね
２
ａ
（
２
０
０
㎡
）

以
上
と
し
、
出
品
は
1
生
産

者
1
筆
と
し
ま
す
。

　

②
出
品
者
は
、
小
豆
郡
内
で

果
実
出
荷
を
目
的
と
し
て
出

品
園
地
を
自
ら
管
理
し
て
い

る
生
産
者
で
あ
る
こ
と
と
し

ま
す
。

【
表
彰
】　

審
査
の
結
果
、
平
成

27
年
2
月
ご
ろ
開
催
予
定
の

冬
期
栽
培
管
理
講
習
会
で
表

彰
し
ま
す
。（
県
知
事
賞
な

ど
６
点
）

【
主
催
】　

小
豆
島
オ
リ
ー
ブ
振

興
協
議
会
（
事
務
局
：
香
川

県
小
豆
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

小
豆
島
町
オ
リ
ー
ブ
課

　
☎
８
２
―

７
０
１
８

　

土
庄
町
農
林
水
産
課

　

☎
６
２
―

７
０
０
７

オ
リ
ー
ブ
栽
培
者
の
皆
さ
ん
へ

①
果
実
の
肥
大
を
促
す
た
め
、

梅
雨
明
け
か
ら
８
月
下

旬
ま
で
は
十
分
な
か
ん

水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

②
台
風
到
来
に
備
え
、
支

柱
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
樹
幹
は
ど
ん
ど
ん

太
く
な
る
の
で
、
固
定

し
て
い
る
紐
が
木
に
食

い
込
ん
で
い
な
い
か
、

切
れ
て
い
な
い
か
定
期
的
に

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

オ
リ
ー
ブ
栽
培
ご
よ
み

オ
リ
ー
ブ
栽
培
ご
よ
み

台風時には、支柱で倒伏の被
害を軽減することができます

オ
リ
ー
ブ
園
地
品
評
会　
出
品
者
募
集

　

小
豆
島
オ
リ
ー
ブ
振
興
協
議

会
で
は
、
オ
リ
ー
ブ
栽
培
基
礎

研
修
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
事
務
局
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
６
日
㈬

　

９
時
30
分
〜
12
時

会
場　

小
豆
島
町
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
（
イ
マ
ー
ジ
ュ

セ
ン
タ
ー
）

内
容　

①
基
礎
的
な
栽
培
管
理

に
つ
い
て
の
講
義
（
約
２
時

間
）
②
現
地
研
修
（
希
望
者

の
み
・
約
30
分
）

講
師　

香
川
県
農
業
試
験
場
小
豆

オ
リ
ー
ブ
研
究
所
、
香
川
県
小

豆
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

定
員　

30
名

対
象
者　

小
豆
島
町
内
で
、
オ

リ
ー
ブ
の
果
実
出
荷
を
目
的

に
栽
培
を
始
め
よ
う
と
し
て

い
る
方
、
ま
た
は
栽
培
経
験

の
浅
い
方

申
込
期
限　

７
月
31
日
㈭

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

小
豆
島
オ
リ
ー
ブ
振
興
協
議
会

事
務
局　

香
川
県
小
豆
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー

　

☎
７
５
―
０
１
４
５

　

小
豆
島
町
オ
リ
ー
ブ
課

　

☎
８
２
―
７
０
１
８

オ
リ
ー
ブ
栽
培
基
礎

研
修
会
の
ご
案
内

オ
産
技 オオ

「
登
録
型
本
人
通
知
制
度
」
を

「
登
録
型
本
人
通
知
制
度
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い



小豆島町立
図書館
☎82－0291

2014.7 10

日
時　

７
月
26
日
㈯

　
　
　

10
時
〜

場
所　

働
く
婦
人
の
家

内
容　

親
子
で
簡
単
オ
リ
ー
ブ

料
理

講
師　

小
豆
島
町
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会

定
員　

12
名

費
用　

一
人
２
０
０
円
（
材
料

費
込
み
）

準
備
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

申
込
締
め
切
り　

７
月
19
日
㈯

申
し
込
み
先

　

働
く
婦
人
の
家

　

☎
８
２
―
０
４
１
０

「
夏
休
み
！

「
夏
休
み
！

親
子
料
理
教
室
」

親
子
料
理
教
室
」

広報文芸

新刊紹介

新刊紹介（一般向き）

書 　 名

書　　　　　　名 著者名

事 故 調　
わけあり師匠事の顛末
下戸は勘定に入れません
利休の茶杓
岳 飛 伝　９
泣ける太宰笑える太宰
11/22/63　上・下
SFマガジン700　海外篇
SFマガジン700　国内篇
わたしのハワイの歩き方
あの街で二人は
突然美女のごとく
軍艦島離島40年
ぼくらは、1988年生まれ
池上彰のやさしい教養講座
図解でよくわかる農薬のきほん
宝塚歌劇華麗なる100年
伝説の昭和特撮ヒーロー
戦場に散った野球人たち
めざせ－3kg!簡単ダイエット
ちゃ・ちゃ・ちゃで美味しい！海ごはん　
冷凍保存ですぐできる絶品おかず
フリマに、バザーに、すぐ作れる簡単かわいい布小物
るるぶ台北'15

井　兼　源太郎
佐 藤 雅 美
西 澤 保 彦
山 本 兼 一
北 方 謙 三
太 宰　　 治
スティーヴン・キング
山 岸　　 真
大 森　　 望
小山田　桐　子
村 山 由 佳ほか
林　　 真 理 子
坂 本 道 徳
MBS『情熱大陸』
池 上　　 彰
寺 岡　　 徹
朝日新聞出版
石 橋 春 海
早 坂　　 隆
宝 島 社
大 川　　 直
ワタナベ　マ　キ

（幼児向き）
じてんしゃにのろう
てがみぼうやのゆくところ
ながねぎきょうだい
かむさりやまのおまじない
あめあめぱらん

（児童向き）
ダンゴムシだんごろう
ロボット魔法部はじめます
かさねちゃんにきいてみな
がむしゃら落語

（ティーンズ向き）
なりたい二人
ぼくらがサッカーボーイズだった頃
家元探偵マスノくん

オリーブギャラリー7月の展示（オリーブナビ小豆島2階）
　今月のオリーブギャラリーの催しは次のとおりです。ぜひご覧ください。

　展示時間　9：00～ 17：00

展　示　期　間 展　示　内　容
7月13日㈰～7月26日㈯ 夢島寿の会　絵手紙展
7月28日㈪～8月7日㈭ 小豆島カメラ　写真展

今月のロビー展

映画会のお知らせ

行 事 名 日 　 時 対　象

論語を読む会
手作り絵本　申込日
にこにこおはなし会
古文書講座
おはなしひとみ会
更級日記を読む会
読書会
（内容：「百年法」　山田宗樹　著）
手作り絵本を作ろう会　　23日 ㈬～ 25日 ㈮　 13：00～ 15：00
　　　　　　　　　　　　29日 ㈫～ 30日 ㈬　 13：00～ 15：00

5日 ㈯　
6日 ㈰　
6日 ㈰　
12日 ㈯　
13日 ㈰　
19日 ㈯　
20日 ㈰　

10：00～12：00
10：00～　
14：00～14：30
10：00～12：00
14：00～14：30
14：00～16：00
14：00～16：00

一　　　般
小　学　生
幼 ・ 児 童
一　　　般
幼 ・ 児 童
一　　　般
一　　　般

小　学　生
小　学　生

大人向け「上手に節電！暑い夏を乗り切ろう！」図書展　7月30日㈬まで
子供向け「夏休み宿題お助け展」8月31日㈰まで
　展示・貸出します。ぜひご利用ください。

図書館で映画を上映します。懐かしの名作映画などを上映予定です。
7月26日㈯　14時から（大人向け）　「燃えよドラゴン」
7月27日㈰　14時から（子供向け）　「ウルトラセブン」
無料ですので、どなたでもお気軽にお越しください。

7月の行事予定

鹿
好
む
草
は
何
だ
ろ
白
妙
の
花
を
ば
咲
か
す
虎
杖
の
花　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴
田　

令
子

山
若
葉
汽
笛
残
し
て
出
る
船
は
わ
が
家
の
前
で
全
回
転
す　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
好
千
英
子

連
休
は
交
通
情
報
お
天
気
と
報
ず
れ
ど
わ
れ
は
い
つ
も
連
休　
　
　
　
　
　
　
　

山
下
美
千
代

免
許
証
返
納
の
夫
プ
ロ
な
り
し
矜
持
も
捨
て
て
助
手
席
に
座
す　
　
　
　
　
　
　

大
倉
真
智
子

つ
ば
く
ろ
の
飛
行
中
州
に
舞
ひ
に
舞
ふ
小
雨
降
る
な
か
命
き
ら
め
き　
　
　
　
　

丹
生　

裕
子

絶
対
に
交
わ
る
こ
と
の
無
い
道
を
終
点
に
向
け
線
路
は
続
く　
　
　
　
　
　
　
　

藤
井　

哲
夫

今
場
所
の
遠
藤
晴
れ
の
髷
姿
人
気
力
士
の
頂
点
に
立
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

久
子

そ
の
住
所
寒
霞
渓
町
山
の
手
の
大
字
岩
場
セ
ウ
ド
シ
マ
レ
ン
ゲ
ウ　
　
　
　
　
　

や
ぎ
あ
き
ら

短歌　現人
五月例会　詠草

笹百合句会

引
か
ね
ば
の
草
の
日
毎
の
育
ち
よ
う　
　
　

木
下
り
よ
う

涼
し
さ
を
い
ざ
な
い
く
れ
し
通
り
雨　
　
　

黒
木　

寿
子

蚊
張
吊
草
幼
き
頃
の
遊
び
ふ
と　
　
　
　
　

照
木　
　

幸

若
竹
の
漲
る
力
吾
に
ほ
し　
　
　
　
　
　
　

久
保　

愛
子

遊
舟
や
殿
様
気
分
城
巡
る　
　
　
　
　
　
　

左
海　

広
子

山
路
来
て
う
ぐ
い
す
の
声
ほ
し
い
ま
ま　
　

播
磨
美
恵
子

荒
梅
雨
や
四
本
マ
ス
ト
の
早
灯
る　
　
　
　

波
田　

好
博



2014.711

　

6
月
号
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
の
申
請
方
法
や
申
請
期
間
等

が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

❖栄養価（１人分）
エネルギー
たんぱく質
脂　　　質
カルシウム
食塩相当量

234Kcal
　17.0ｇ
　15.4ｇ
26mg
　2.0ｇ

今年のテーマ　 ～塩分控えめレシピ～

（小豆島町食生活改善（小豆島町食生活改善
            推進協議会）            推進協議会）

元気もりもり健康食！元気もりもり健康食！

❖材　料（４人分）

❖作り方

豚肉
（しゃぶしゃぶ用）
もやし
にら
昆布

たれ
　ポン酢しょうゆ
　だし汁
　オリーブオイル

280ｇ
1袋
80ｇ

１0㎝角

大さじ6
大さじ2
少々

もやしはひげ根を取りのぞいて、蒸し煮して水気を切
り、冷蔵庫で冷やす。
にらは熱湯でさっとゆでて水気を絞り、もやしと同じ長
さに切って冷蔵庫で冷やす。
たれの調味料を混ぜて冷蔵庫で冷やす。
鍋に昆布と水を入れて沸かし、豚肉を１枚ずつ広げて入れ、
火が通ったら氷水に取り、冷たくなったら水気を切る。
器に冷やし豚しゃぶと野菜を盛り、たれで食べる。

①

②

③
④

⑤
※ポン酢しょうゆをだし汁とオリーブオイルで割ることで、塩分
控えめでもおいしくいただけます。

豚肉の冷しゃぶ

　小豆警察署では、子どもや女性の安全を確保す
るため、地元自治会などにご協力いただき、内海
総合運動公園に、「防犯カメラ付き緊急警報装置」
を設置し、４月１日から運用を開始しています。
　この装置は、警報ボタンを押すと、警報音が吹
鳴するとともに赤色灯が点灯し、周囲に緊急事態
の発生を知らせるものであり、緊急事態発生時に
は、「駆けつけ隊」（地元自治会の有志）が直ちに
現場に駆けつけ、子どもの保護と110番通報を行
います。
　町内では合計５基を運用していますが、いずれ
の管理も地元自治会にご協力いただいています。
　小豆警察署では、引き続き、
住民の方々と手を携えなが
ら、安全で安心なまちづくり
に取り組んでいきますので、
皆さんのご理解とご協力をお
願いします。
問い合わせ先
　小豆警察署　☎82－0110

防犯カメラ付き緊急警報装置の設置について防犯カメラ付き緊急警報装置の設置について

第
36
回

　

手
作
り
絵
本
を
つ
く
ろ
う
会

日
時　

7
月
23
日
㈬
、
24
日
㈭
、

25
日
㈮
、
29
日
㈫
、
30
日
㈬
、

8
月
5
日
㈫
、
6
日
㈬

　

13
時
〜
15
時

※
展
示
会　

8
月
9
日
㈯〜17

日
㈰

対
象　

町
内
の
小
学
生

場
所　

町
立
図
書
館

　
　
　

2
階　

研
修
室

定
員　

45
名
（
先
着
順
、
定
員

に
な
り
次
第
締
切
）

材
料
費　

７
０
０
円

申
し
込
み
先　

7
月
6
日
㈰
10

時
か
ら
町
立
図
書
館
、
池
田

公
民
館
に
て
受
け
付
け
し
ま

す
。

※
申
込
用
紙
と
材
料
費
を
持
参

の
う
え
、
参
加
希
望
の
小
学

生
本
人
ま
た
は
、
そ
の
ご
家

族
が
お
越
し
の
う
え
、
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
電

話
で
の
申
し
込
み
や
他
の
方

の
預
か
り
な
ど
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。
今
年
度
は
午
前
か

ら
の
受
け
付
け
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
、
各
小
学
校
へ

送
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

町
立
図
書
館

☎
８
２
―
０
２
９
１

小
豆
島
町
立
図
書
館

夏
休
み
講
座

申
請
方
法

　
【
申 

請 

先
】　

　

健
康
づ
く
り
福
祉
課

　
【
申
請
期
間
】　

　

7
月
31
日
㈭
〜
10
月
31
日
㈮

　
【
提
出
書
類
】

　

申
請
書　

※
申
請
書
は
、
給
付
対
象
者
と

見
込
ま
れ
る
方
へ
世
帯
ご
と

に
7
月
末
頃
に
郵
送
し
ま
す
。

　
　

申
請
書
の
所
定
の
欄
に
記

入
・
押
印
し
、
必
要
書
類
を

添
付
し
て
返
信
用
封
筒
に
て

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
公
務
員
の
方
で
、「
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
を

申
請
さ
れ
る
方
は
、
直
接
窓

口
で
の
申
請
が
必
要
で
す
。

（
郵
送
は
い
た
し
ま
せ
ん
。）

所
属
庁
か
ら
交
付
さ
れ
た

「
公
務
員
児
童
手
当
（
特
例

給
付
）
受
給
状
況
証
明
書
」

な
ど
必
要
書
類
を
持
参
の
う

え
、
直
接
窓
口
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　
【
必
要
書
類
】　

　
・
本
人
確
認
書
類 

　
・
指
定
し
た
口
座
が
確
認
で
き

る
書
類

※
「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
」：
児
童
手
当
の
受
取

口
座
を
指
定
す
る
場
合
は
、

こ
れ
ら
の
確
認
書
類
は
不
要

（
公
務
員
は
必
要
）
で
す
。

給
付
金
の
受
取
方
法　

　

原
則
、
申
請
書
に
記
載
し
た
指

定
口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

※
原
則
と
し
て
、
申
請
期
間
外

の
申
請
や
平
成
26
年
1
月
1

日
時
点
で
小
豆
島
町
に
住
民

票
が
な
い
方
の
申
請
は
受
け

付
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※
申
請
先
は
、
平
成
26
年
1
月

1
日
時
点
で
住
民
票
が
あ
る

市
町
村
に
な
り
ま
す
。
小
豆

島
町
以
外
が
申
請
先
と
な
る

方
は
、
事
前
に
そ
の
市
区
町

村
に
問
い
合
わ
せ
る
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
折

込
み
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
づ
く
り

　

福
祉
課　

☎
８
２
―

７
０
３
８

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」の
お
知
ら
せ

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」の
お
知
ら
せ

{
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保
険
料
の
計
算
方
法

年
間
保
険
料（

限
度
額
57
万
円
）

　
　
　
　
　

＝

均
等
割
額　

４
７
，２
０
０
円

　
　
　
　
　

＋

所
得
割
額　

基
礎
控
除
後
の
総

　

所
得
金
額
等
×
所
得
割
率

８
・
８
１
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

保
険
料
の
賦
課
期
日
は
、
４

月
１
日
で
す
。
た
だ
し
、
年
度

途
中
に
被
保
険
者
資
格
を
取
得

し
た
方
の
賦
課
期
日
は
、
資
格

取
得
日
と
な
り
ま
す
。

※
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額

等
と
は
、
総
所
得
金
額
お
よ

び
山
林
所
得
な
ら
び
に
他
の

所
得
と
区
分
し
て
計
算
さ
れ

る
所
得
の
合
計
額
か
ら
基
礎

控
除
（
33
万
円
）
の
み
を
控

除
し
た
額
の
こ
と
で
す
。

納
付
方
法

１　

平
成
26
年
４
月
、
６
月
支

給
分
の
年
金
か
ら
保
険
料
が

天
引
き
（
仮
徴
収
）
さ
れ
た

方

　

確
定
し
た
保
険
料
額
か
ら
、

４
月
、
６
月
、
８
月
に
天
引
き

さ
れ
た
保
険
料
を
差
し
引
き
、

差
額
が
10
月
、
12
月
、
２
月
支

給
分
の
年
金
か
ら
３
回
に
分
け

て
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

２　

１
以
外
の
方

①
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
に

よ
り
納
付
さ
れ
る
方

　
　

年
間
の
保
険
料
額
を
８
期

に
分
け
て
納
付
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

②
10
月
支
給
分
の
年
金
か
ら
保

険
料
の
天
引
き
が
開
始
さ
れ

る
方

　
　

７
月
か
ら
９
月
ま
で
は
、

納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
に

よ
り
保
険
料
を
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。
10
月
以
降
は
、
10

月
支
給
分
以
降
の
年
金
か
ら

天
引
き
さ
れ
ま
す
。

③
７
月
以
降
に
被
保
険
者
資
格

を
取
得
さ
れ
る
方

　
　

平
成
26
年
度
は
、
納
付
書

に
よ
り
保
険
料
を
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。（
決
定
通
知

書
等
は
資
格
取
得
後
に
送
付

し
ま
す
。）

納
付
方
法
の
変
更
に
つ
い
て

　

年
金
か
ら
天
引
き
で
納
付
し

て
い
る
方
で
、
口
座
振
替
に

よ
る
納
付
を
ご
希
望
の
方
は
、

税
務
課
ま
た
は
池
田
窓
口
セ
ン

タ
ー
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課

　

☎
８
２
―

７
０
０
３

　

香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合　

　

☎
０
８
７
―
８
１
１
―
１
８
６
６

　

保
険
料
は
、
被
保
険
者
が
等
し
く
負
担
す
る
「
均
等
割
額
」

と
被
保
険
者
の
平
成
25
年
中
の
所
得
に
応
じ
て
決
ま
る
「
所
得

割
額
」
の
合
計
額
と
な
り
ま
す
。
被
保
険
者
の
方
に
は
、
７
月

中
旬
頃
に
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

　
平
成
平
成
2626
年
度　

後
期
高
齢
者
医
療

年
度　

後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
　
　

保
険
料
額
の
決
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

保
険
料
額
の
決
定
に
つ
い
て

平成26年度納期限

第１期　 ７月31日㈭
第２期　 ９月１日㈪
第３期　 ９月30日㈫
第４期　 10月31日㈮
第５期　 12月１日㈪
第６期　 １月５日㈪
第７期　 ２月２日㈪
第８期　 ３月２日㈪

　

保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態

で
、万
一
、障
害
や
死
亡
と
い
っ

た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る

と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
に
は
、
保
険
料

の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る

「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
若

年
者
（
30
歳
未
満
）
納
付
猶
予

制
度
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
住

民
課
ま
た
は
池
田
窓
口
セ
ン

タ
ー
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
書
は
窓
口
に
備
え
付

け
て
あ
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
免
除
等
の
受

け
付
け
は
7
月
1
日
㈫
か
ら
開

始
さ
れ
、
7
月
分
か
ら
翌
年
6

月
分
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し

て
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
4
月
か
ら
法
律

が
改
正
さ
れ
、
2
年
1
か
月
前

の
月
分
ま
で
遡
及
し
て
免
除
申

請
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

失
業
な
ど
に
よ
り
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難

に
な
っ
た
も
の
の
、
申
請
を
忘

れ
て
い
た
た
め
に
未
納
期
間
を

有
し
て
い
る
方
は
、
一
度
、
住

民
課
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

全
額
免
除
ま
た
は
若
年
者
納
付

猶
予
の
継
続
申
請
に
つ
い
て

　

全
額
免
除
ま
た
は
若
年
者
納

付
猶
予
の
承
認
を
受
け
た
方
が

翌
年
度
以
降
も
引
き
続
き
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
翌
年
度
以
降

も
引
き
続
き
申
請
を
行
う
旨
を

あ
ら
か
じ
め
申
し
出
る
こ
と
に

よ
り
、
翌
年
度
以
降
の
申
請
書

の
提
出
を
省
略
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
審
査
を
行
う

必
要
が
あ
る
た
め
、
た
と
え
所

得
が
な
い
場
合
で
も
必
ず
住
民

税
の
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
失
業
や
災
害
な
ど
を

理
由
と
し
て
承
認
を
受
け
た
場

合
や
一
部
免
除
（
4
分
の
1
免

除
、
半
額
免
除
、
4
分
の
3
免

除
）
の
承
認
を
受
け
た
場
合
に

つ
い
て
は
、
翌
年
度
も
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課　

住
民
年
金
係

　
　

☎
８
２
―
７
０
０
５

　

池
田
窓
口
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
７
５
―
０
５
５
７

　

高
松
東
年
金
事
務
所

　
　
☎
０
８
７
―
８
６
１
―
３
８
６
７

国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
の
申
請
に
つ
い
て
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子
ど
も
の
健
康
相
談
室

子
ど
も
の
健
康
相
談
室

〈
熱
中
症
に
ご
用
心
〉

内
海
病
院
小
児
科

山　

本　

真
由
美
先
生

い
の
で
、
ご
注
意
を
。

　

熱
中
症
対
策
に
欠
か
せ
な
い

水
分
と
塩
分
で
す
が
、
市
販
の

イ
オ
ン
飲
料
は
運
動
の
後
や
発

熱
時
な
ど
に
は
手
軽
で
便
利
で

す
。
た
だ
、
塩
分
は
少
な
め
で

糖
分
が
非
常
に
多
く
入
っ
て
い

る
の
で
、お
茶
の
代
わ
り
に
・
・

と
日
常
的
に
飲
む
の
は
や
め
ま

し
ょ
う
。「
飲
む
点
滴
」
と
も

い
わ
れ
る
経
口
補
水
液
は
、
市

販
も
さ
れ
て
い
ま
す
が
自
宅
で

作
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
イ
オ
ン
飲
料
に
限
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
、
食
事
と
水
分

補
給
が
一
番
で
す
。

さ
れ
て
お
り
、
お
散
歩
コ
ー
ス

も
土
の
道
ば
か
り
を
探
す
の
が

大
変
な
時
代
で
す
。
子
ど
も
た

ち
は
、
道
路
か
ら
の
照
り
返
し

で
暑
さ
を
よ
り
感
じ
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん

の
お
散
歩
に
便
利
な
ベ
ビ
ー

カ
ー
も
同
様
、
日
よ
け
が
つ
い

て
い
る
と
は
い
え
、
意
外
と
暑

　

暑
い
夏
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で
き

て
い
ま
す
。
夏
と
い
え
ば
、
近

年
必
ず
話
題
に
な
る
の
が
熱
中

症
で
す
。

　

気
温
が
高
い
場
合
だ
け
で
な

く
、
湿
度
が
高
い
場
合
に
も
熱

中
症
が
起
き
る
こ
と
が
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
で
は
、
道
路
は
ほ
ぼ
舗
装

　

普
段
か
ら
し
っ
か
り
食
事
や

水
分
を
と
り
、
体
調
の
悪
い
時

は
無
理
を
せ
ず
休
む
こ
と
、
屋

外
で
の
活
動
で
は
帽
子
を
か
ぶ

り
、
炎
天
下
で
の
激
し
い
運
動

は
極
力
避
け
る
こ
と
、
屋
外
で

も
屋
内
で
も
汗
を
か
い
た
ら
水

分
と
塩
分
の
補
給
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
当
然
の
こ
と
ば
か
り

で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
は
暑
く

て
も
帽
子
な
し
で
炎
天
下
を
走

り
ま
わ
り
が
ち
で
す
。
ま
た
、

特
に
乳
幼
児
は
、
自
ら
水
分
を

と
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
周

囲
の
大
人
が
十
分
注
意
し
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
。

場　所　サン・オリーブ
時間割　13：30 ～ 14：30　健康教室（健康体操）
　　　　14：30 ～ 15：30　温　　浴（入　　浴）
参加費　無　料（ただし、飲食などは自己負担）

温浴健康教室のご案内

日　程 送　　迎　　地　　区
７月３日 中山・蒲生・池田
７月10日 福田・吉田・当浜・岩谷・橘・西村・草壁・安田
７月17日 福田・吉田・当浜・岩谷・橘・西村・草壁・安田

７月24日 馬木・苗羽・坂手・古江・堀越・田浦・
西村・草壁・安田

※送迎は、お電話で当日午前11時までにお申し込みください。
申し込み先　健康づくり福祉課 国保係　☎82－7038

　

現
在
お
持
ち
の
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
は
、
有
効
期

限
が
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。
８
月
か
ら
ご
使
用
い

た
だ
く
新
た
な
被
保
険
者
証

は
、
７
月
12
日
以
降
に
被
保
険

者
1
人
に
1
枚
ず
つ
『
黄
色
の

封
筒
』
で
香
川
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
か
ら
郵
送
し
ま

す
。

※
７
月
22
日
に
な
っ
て
も
、
被

保
険
者
証
が
届
か
な
い
場

合
は
、
健
康
づ
く
り
福
祉

課
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
証

　

黄
色
の
カ
ー
ド
サ
イ
ズ
の
大

き
さ
で
、
左
右
の
端
に
紫
色
の

ラ
イ
ン
が
あ
り
ま
す
。

　

台
紙
か
ら
、
被
保
険
者
証
部

分
を
は
が
し
て
ご
使
用
く
だ
さ

い
。
紛
失
に
は
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

被
保
険
者
証
を
受
け
取
っ
た
ら

　

被
保
険
者
証
な
ど
に
記
載
さ

れ
て
い
る
内
容
に
間
違
い
が
な

い
か
確
認
し
て
、
間
違
い
が
あ

る
場
合
は
、
お
手
数
で
す
が
、

健
康
づ
く
り
福
祉
課
へ
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

有
効
期
限
の
切
れ
た

　
　
　
　

被
保
険
者
証
の
返
還

　

現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証

は
、
８
月
１
日
以
降
使
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
健
康
づ
く
り
福

祉
課
ま
で
お
返
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
福
祉
課

　

☎
８
２
―
７
０
３
８

　

香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合　

☎
０
８
７
―

８
１
１
―

１
８
６
６

　

平
成
26
年
度
の
住
民
税
が
非

課
税
世
帯
の
方
は
、
申
請
に
よ

り
8
月
1
日
以
降
適
用
の
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
認
定
証
は
、
医
療
機
関

な
ど
の
窓
口
に
提
示
す
る
こ
と

に
よ
り
、
窓
口
で
の
一
部
負
担

金
や
入
院
の
際
の
食
事
代
が
減

額
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

課
税
世
帯
で
70
歳
未
満
の
方

も
申
請
に
よ
り
「
限
度
額
適
用

認
定
証
」
の
交
付
が
受
け
ら
れ

ま
す
が
、
こ
の
場
合
、
食
事
代

は
減
額
さ
れ
ま
せ
ん
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
・
被
保
険
者
証

　
・
印
か
ん

　
・
本
人
ま
た
は
世
帯
員
が
平
成

26
年
１
月
１
日
に
町
内
に
居
住

し
て
い
な
い
場
合
、
そ
の
方
の

平
成
26
年
度
の
非
課
税
証
明
書

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
づ
く
り

　

福
祉
課  

☎
８
２
―

７
０
３
８

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
送
付
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
送
付
に
つ
い
て

げ
ま
し
ょ
う

場
時

参

※
申

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
に
つ
い
て

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
に
つ
い
て
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皆さんからの情報をお待ちしています。
企画財政課 広報秘書係  ☎75－1800

域の子育ち拠点へ

劇の魅力を子どもたちに

山千枚田保全活動の第一歩

のママさんパワーを全国へ

「ただいま文庫」開設

平田オリザさんの演劇ワークショップ

棚田オーナー制度始動

第 45回全国ママさんバレーボール大会

　6月7日、「ei」（旧ＪＡ香川県坂手出張所）に
おいて「ただいま文庫」が開設されました。「た
だいま文庫」では、瀬戸内国際芸術祭2013に携
わったアーティストやクリエイターたちが寄贈し
た絵本が置かれ、小さな図書館として子どもたち
に利用されています。
　新たな子育ちの拠点としても期待されています
ので、子育ちに関わる方はぜひ訪ねてみてくださ
い。

　6月3日・4日の両日、小豆島中学校で平田オリザ
さんによる演劇のワークショップが行われました。
　演劇の台本を生徒たち自らが考え、グループご
とに発表しましたが、舞台設定は同じにも関わら
ず、それぞれのグループで全く違った演劇になっ
ており、時折、笑いもおきていました。
　生徒たちは演劇を行うことにより、演劇の楽し
さやコミュニケーション能力の大切さを学んでい
ました。

　6月1日、棚田オーナー制度のオーナーたちが中山
の棚田で荒づくりを行い、8日には、田植えを行いま
した。
　初めて田植えを行うオーナーや親子で参加している
オーナーなど、悪戦苦闘しながらも地元の方に指導し
てもらいながら無事に田植えを終えました。
　今後は草刈りや稲刈りなど棚田に関することはもち
ろんのこと、地域の伝統行事にも参加予定で、地域の
活性化が期待されます。

　第45回全国ママさんバレーボール大会香川県予
選が5月24日に高松市香川総合体育館で開催され
ました。優勝した小豆島町のママさんたちを中心
とした小豆島オリーブクラブは、7月25日から金
沢市で行われる全国大会に出場を予定しており、
選手の皆さんは、「全国大会ではチームの持ち味の
粘りと、チームワークで精いっぱい頑張りたい」
と抱負を語っていました。

地

演

中

島
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く
ら
し
の
情
報

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
詳

細
は
、
8
月
号
広
報
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

日
時　

８
月
３
日
㈰

　
　
　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

集
合
場
所　

吉
田
キ
ャ
ン
プ
場

内
容　

吉
田
川
の
生
き
も
の
を

観
察

持
ち
物　

帽
子
、
水
筒
、
タ
オ

ル
、
濡
れ
て
も
大
丈
夫
な
服

装
・
く
つ
な
ど

参
加
費　

1
人
１
０
０
円

定
員　

50
名
程
度

※
一
般
の
方
も
参
加
で
き
ま
す

申
込
期
限　

７
月
25
日
㈮

　

17
時
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

土
庄
町
立
中
央
公
民
館

　

☎
６
２
―
７
０
１
３

　

全
3
回
（
２
、３
回
目
は
９
・

10
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
）

日
時　

７
月
27
日
㈰

　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時

試
験
日
時

　

7
月
下
旬
頃

試
験
場
所

　

別
途
通
知

申
込
書
類
請
求
開
始
日

　

7
月
７
日
㈪

申
込
期
間　

7
月
７
日
㈪
〜
25

日
㈮
平
日
9
時
〜
17
時
（
郵

送
の
場
合
は
期
間
内
必
着
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

小
豆
地
区
広
域
行
政
事
務
組

　

合
事
務
局
☎
６
２
―
６
５
６
５

　

小
豆
島
町
商
工
会
、
土
庄
町

商
工
会
、
小
豆
島
町
の
「
き
っ

か
け
つ
く
り
隊
」
と
土
庄
町
の

「
お
せ
っ
か
い
事
業
実
行
委
員

会
」が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、

「
小
豆
島
え
ん
む
す
び
実
行
委

員
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
！

小
豆
島
全
体
を
挙
げ
て
の
ビ
ッ

グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

第
1
弾
は
、
9
月
13
日
㈯
、

ア
ウ
ト
ド
ア
好
き
限
定
の
婚
活

7月
July

　

町
立
図
書
館
で
は
、
天
体
望

遠
鏡
を
使
っ
た
「
夏
の
夜
空
を

楽
し
む
会
」
を
、
左
記
の
と
お

り
7
月
中
に
2
回
程
度
開
催
し

ま
す
。
開
催
日
に
つ
い
て
は
、

天
候
に
左
右
さ
れ
る
た
め
開
催

当
日
の
17
時
に
町
内
放
送
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

見
ご
ろ
を
迎
え
た
土
星
の
環

や
夏
の
星
雲
・
星
団
を
は
じ

め
、
宮
沢
賢
治
が
小
説
「
銀
河

鉄
道
の
夜
」
で
ト
パ
ー
ズ
と
サ

フ
ァ
イ
ア
に
な
ぞ
ら
え
、
全
天

で
最
も
美
し
い
と
い
わ
れ
る
二

重
星
ア
ル
ビ
レ
オ
な
ど
が
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

時
間　

21
時
〜
21
時
45
分
頃

場
所　

国
民
宿
舎　
小
豆
島

本
館
3
階
屋
上

　
・
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
直

接
国
民
宿
舎
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
・
対
象
は
概
ね
小
学
生
以
上
と

し
ま
す
。
な
お
、
小
・
中
学

生
は
保
護
者
の
方
と
一
緒

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
・
急
な
天
候
悪
化
の
場
合
、
開

催
の
放
送
を
し
た
後
で
も

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
・
安
全
の
た
め
、
係
員
の
指
示

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
・
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
車
で

お
越
し
の
際
は
で
き
る
だ

け
乗
り
合
わ
せ
て
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

町
立
図
書
館

　
　
　
　

☎
８
２
―
０
２
９
１

※
当
日
17
時
以
降
は
国
民
宿
舎

　

小
豆
島
☎
７
５
―
１
１
１
５

土
星
の
環
を
見
よ
う
！

土
星
の
環
を
見
よ
う
！

「
夏
の
夜
空
を
楽
し
む
会
」
を
開
催
し
ま
す

「
夏
の
夜
空
を
楽
し
む
会
」
を
開
催
し
ま
す

募
集
区
分
・
人
員

　

小
豆
島
老
人
ホ
ー
ム
臨
時
職

員
（
介
護
員
）　　
　
　

１
名

応
募
資
格

　
・
60
歳
未
満（
定
年
が
60
歳
）で

あ
り
、
高
校
を
卒
業
し
た
方

　
・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有

す
る
方
ま
た
は
採
用
予
定
日

ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方

　
・
日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公

務
員
法
第
16
条
に
該
当
し
な

い
こ
と

申
込
書
類

　
・
申
込
書

　
・
履
歴
書
（
指
定
の
も
の
）

　
・
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写
し

　
・
最
終
卒
業
学
校
の
卒
業
証
明

書
ま
た
は
卒
業
見
込
証
明
書

（
写
し
可
）

採
用
予
定
年
月
日

　

8
月
1
日
㈮

募
集

R
ecru
itm
en
t

小
豆
地
区
広
域
行
政
事
務

組
合
職
員
募
集

お

知
ら
せ

I
n
fo
rm
a
tio
n

「
小
豆
島
え
ん
む
す
び
実
行
委

員
会
」
が
始
動
し
ま
し
た
！

夏
の
親
子
自
然
観
察
会

「
吉
田
川
の
生
き
も
の
た
ち

を
観
察
し
よ
う
」

も
っ
と
笑
顔
の
マ
マ
に
な
る

頑
張
り
す
ぎ
ず
に
子
ど
も
を

の
ば
す　

子
育
て
コ
ー
チ
ン
グ
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相
談

A
d
v
ice

講
師　

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
社

会
教
育
講
師　

伊
賀
斌
彦

会
費　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

㈱
テ
ル
シ
タ

☎
８
２
―
１
２
７
１

　

6
月
23
日
㈪
か
ら
、
高
松
法

務
局
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
請
求
し

た
登
記
事
項
証
明
書
な
ど
が
土

庄
町
役
場
内
の
土
庄
法
務
局
証

明
セ
ン
タ
ー
（
法
務
局
サ
テ
ラ

イ
ト
土
庄
）
で
受
け
取
れ
ま

す
。

　

利
用
方
法
や
取
扱
証
明
書
な

ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

高
松
法
務
局
民
事
行
政
調
査

官
室　

☎
０
８
７
―

８
２
１
―

６
３
４
２

日
時　

①
7
月
11
日
㈮

　

 

10
時
〜
15
時

　
　
　

②
7
月
16
日
㈬

10
時
〜
15
時

場
所　

①
内
海
庁
舎
研
修
室　

　

②
池
田
庁
舎
第
３
会
議
室

※
年
金
手
帳
・
年
金
証
書
・
振

場
所　

イ
マ
ー
ジ
ュ
セ
ン
タ
ー

費
用　

一
般
：
２
，５
０
０
円

　
あ
い
い
く
会
員
：
２
，０
０
０
円

　
（
全
３
回
分
の
金
額
で
す
）

定
員　

30
名
（
先
着
順
）　

講
師　

㈱
か
の
ん

　

山
本　

カ
オ
ル

テ
ー
マ　

自
分
も
家
族
も
ハ
ッ

ピ
ー
に
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
前
提
に
つ
い
て　

※
7
月
10
日
㈭
ま
で
に
、
託
児

の
有
無
を
合
わ
せ
て
、
健
康

　

づ
く
り
福
祉
課
あ
い
い
く
会

事
務
局
☎
８
２
―
７
０
３
８

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

小
豆
島
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所

で
は
ミ
ニ
公
開
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

　

ゲ
ス
ト
講
師
と
し
て
塩
田
幸

雄
町
長
を
お
招
き
し
ま
す
。

　

ま
た
、
小
豆
島
出
身
の
伊
賀

講
師
の
講
話
も
あ
り
ま
す
。

　

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

７
月
３
日
㈭

　
　
　

19
時
〜
21
時

会
場　

町
立
図
書
館
（
む
と
す

館
）
2
階

テ
ー
マ　
「
小
豆
島
と
お
も
て

な
し
の
心
」

ゲ
ス
ト
講
師　

塩
田
幸
雄
町
長

込
通
知
書
な
ど
の
ほ
か
、
運

転
免
許
証
な
ど
ご
本
人
で
あ

る
こ
と
の
確
認
で
き
る
物
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
代
理
の

方
が
来
ら
れ
る
際
に
は
、
委

任
状
お
よ
び
依
頼
を
受
け
た

ご
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
物
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課　

住
民
年
金
係

　

☎
８
２
―
７
０
０
５

　

補
装
具
の
交
付
や
修
理
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
こ
の
相
談
は
「
予

約
制
」（
定
員
に
な
り
次
第
締

切
）
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

相
談
を
希
望
す
る
内
容
に
つ
い

て
は
期
限
ま
で
に
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

７
月
22
日
㈫

14
時
20
分
〜
15
時
20
分

場
所　

土
庄
町
総
合
福
祉
会
館

対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
所
持

者
内
容　

補
装
具
の
交
付
・
修
理

に
関
す
る
こ
と
（
車
椅
子
、

義
肢
装
具
、
補
聴
器
な
ど
）

申
込
期
限　

7
月
11
日
㈮

申
し
込
み
先

　

健
康
づ
く
り
福
祉
課

　

☎
８
２
―
７
０
３
８

年
金
相
談
の
お
知
ら
せ

　

き
こ
え
や
こ
と
ば
が
気
に
な

る
お
子
さ
ん
は
い
ま
せ
ん
か
。

心
配
や
悩
み
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

７
月
24
日
㈭

　
　
　

９
時
〜
14
時

場
所　

香
川
県
聾
学
校

対
象　

０
歳
児
〜
高
校
生
お
よ

び
、
そ
の
保
護
者
な
ど

費
用　

無
料

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

香
川
県
聾
学
校　
教
頭
廣
瀬

　

☎
０
８
７
―
８
６
５
―
４
４
９
２

身
体
障
害
者
補
装
具

巡
回
相
談
に
つ
い
て

高
松
法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

モ
ラ
ロ
ジ
ー
「
ミ
ニ
公
開

講
座
」
の
ご
案
内

香
川
県
聾
学
校

「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
相
談
会
」 

第64回“社会を明るくする運動”第64回“社会を明るくする運動”
～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～
　7月は“社会を明るくする運動”強調月間です。
　運動の趣旨は、すべての国民が、犯罪や非行
の防止と罪を犯した人たちの改善更生について
理解を深め、それぞれの立場において力を合わ
せ、犯罪や非行の無い安全・安心な地域社会を
築こうとする全国的な運動です。
　この運動は、昭和26年に始まり、今回で第64
回を迎えています。地域の方々のご理解とご協
力をお願いいたします。　主唱／法務省　　　

シルバー人材センターからのお知らせシルバー人材センターからのお知らせ

日　時　９月29日㈪、30日㈫、10月１日㈬、
２日㈭、３日㈮、６日㈪、７日㈫、
８日㈬、９日㈭、10日㈮　全10回

　　　　９時30分～13時30分
場　所　土庄町総合会館（フレトピアホール）
　　　　１階　第１会議室
対象者　公共職業安定所で求職登録している

55歳以上の方
定　員　15名
受講料　無料
申込期間　７月22日㈫～８月22日㈮
申し込み・問い合わせ先
　香川県シルバー人材センター連合会
　☎087－811－7880

介護基礎技能者養成・家事支援講座のご案内
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小豆島町は「平和の町小豆島町」を宣言しています

「瀬戸内しまラジ！」放送中
　「瀬戸内しまラジ！」では、瀬戸内海と小豆島をはじめとした瀬戸内の島々の魅力をお
伝えしています。7月は、中山の虫送り、海開き、アート小豆島・豊島2014、ダイアモン
ドビーチなどの話題をお届けする予定です。※放送内容は、変更になる場合があります。

　「瀬戸内しまラジ！」の番組公式ブログ（http://shimaradio.seesaa.net/）
では、小豆島のホットなニュースをお届けしていますので、ぜひご一読ください。

FM香川　　　　　周波数78.6MHz 毎週火曜日 8：25～8：30

}

７月　くらしのカレンダー
1日 火
2日 水
3日 木
4日 金
5日 土 中山千枚田の虫送り
6日 日
7日 月
8日 火 心配ごと相談所　　13：30～15：30　内海庁舎1階　第1相談室
9日 水
10日 木
11日 金
12日 土
13日 日 小豆島町防災訓練
14日 月
15日 火 思春期相談　　　　14：30～16：10　小豆総合事務所 東館1階デイケア室
16日 水 行政相談　　　　　13：30～16：00　内海庁舎1階　第1相談室
17日 木 1歳6か月児健診　 13：30～14：30受付

　（対象児：平成24年11月21日～平成25年1月17日生まれ）
　　　　　　　　　　　　　　　 老人保健施設うちのみ

18日 金
19日 土
20日 日
21日 月
22日 火 行政相談　　　　　13：30～16：00　池田保健センター1階 保健指導室

心配ごと相談所　　13：30～15：30　　　池田保健センター
23日 水 4か月児健診　　　 13：15～13：45受付

　（対象児：平成26年2月16日～4月23日生まれ）
　　　　　　　　　　　　　　　 老人保健施設うちのみ
10か月児健診　　 14：15～15：15受付
　（対象児：平成25年8月16日～10月23日生まれ）
　　　　　　　　　　　　　　　 老人保健施設うちのみ

24日 木
25日 金 すくすくルーム　　10：00～10：15受付

　（対象児：平成26年5月生まれ）　　 イマージュセンター
ベビーサロン　　　10：00～12：00
家族相談　　　　　14：00～15：30　小豆総合事務所 東館1階デイケア室

26日 土
27日 日
28日 月
29日 火
30日 水
31日 木

町内の
【5月】 発生状況

事故・火災・救急

1月からの
累 計区　分 件　数 昨年同期

発　　生 4 21 29
負 傷 者 3 20 38
死 亡 者 1 2 0

火　　災 2 6 4
救　　急 47 238 275

リサイクル情報
（5・6月受付分）

【求めます】
子供用自転車　幼稚園（男児用）
子供用自転車　幼稚園（女児用）
蚊帳

無償
無償
無償

リサイクル用品の情報をお待ちしてい
ます。環境衛生課（☎82－7008）

役場では品物は預かっておりません。
ご了承ください。

　「ei」（旧ＪＡ香川県坂手出張
所）内に小豆島が大好きなクリ
エイターの寄贈絵本から生まれ
た小さな絵本図書室「ただいま
文庫」がオープンしました。
開館時間　９時～17時
　　　　　（12時～13時を除く）
閉 館 日　月・木曜日
※未就学児は保護者同伴での利
用をお願いします。
※場合によっては開館時間を
変更する場合がございます
のでご了承ください。
問い合わせ先
　担当：松尾
　☎080－3868
　－3860

お買い物は
地元商店を
使いましょう

今月の納税

●固定資産税
●後期高齢者医療保険料

２期
１期

納期限
7月31日㈭です。
※口座振替の方は通帳残高をご確認ください。

ただいま文庫がオープンしました！



藐
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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※
掲
載
辞
退
の
方
は
、
届
出
時
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

あとがき
（編集を終えて）

▽
今
月
号
が
１
０
０
号

と
い
う
節
目
の
号
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
と
い

っ
て
い
つ
も
の
広
報
と

変
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は

あ
り
ま
せ
ん
が
・
・
・
。

　

こ
れ
か
ら
も
今
ま
で

と
変
わ
ら
ず
１
号
、
１

号
を
大
切
に
、
町
の
広
報
紙
と
し

て
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
お
届
け
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（６月１日現在（　）内は前月比）

　

小
豆
島
町
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
、
今
年

の
６
月
６
日
に
丁
度
一
年
を
迎

え
ま
し
た
。
初
め
て
小
豆
島
に

来
た
時
に
驚
い
た
、
お
っ
ち
ゃ

ん
達
の
話
す
「
め
げ
た
」「
し
の

べ
る
」
な
ど
の
意
味
不
明
だ
っ

た
言
葉
も
、
今
で
は
勝
手
に
口

か
ら
出
て
し
ま
う
ほ
ど
慣
れ
親

し
ん
だ
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
が
協
力
隊
と
し
て
の
活
動

で
主
に
行
っ
て
い
る
絵
画
教

室
は
新
聞
な
ど
で
御
存
知
の
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
教

室
は
開
講
か
ら
半
年
ほ
ど
で
、

小
豆
島
各
地
か
ら
50
人
以
上
の

生
徒
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
沢

山
の
子
ど
も
達
が
遊
ぶ
姿
を
見

て
、
毎
回
教
室
を
覗
き
に
来
る

人
も
現
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
活
動
は
ま

だ
軌
道
に
乗
り
始
め
た
ば
か
り

で
、
教
室
の
子
ど
も
達
と
地
元

高
齢
者
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
幾
つ
か
進
め
て
は
い
る
も

の
の
、「
次
世
代
に
残
せ
る
企

画
」
と
い
う
当
初
か
ら
の
私
の

テ
ー
マ
に
は
、
ま
だ
ま
だ
至
ら

な
い
点
ば
か
り
で
す
。

　

私
は
任
期
が
終
了
し
た
瞬

間
、
こ
の
島
を
一
旦
離
れ
海
外

に
発
つ
つ
も
り
で
い
ま
す
。
こ

れ
は
自
身
の
勉
学
の
た
め
だ
け

で
な
く
、
地
域
お
こ
し
を
す
る

人
間
が
消
え
て
も
島
の
人
々
が

自
信
を
持
ち
、
自
分
達
の
力
で

島
を
元
気
に
す
る
こ
と
が
必
要

だ
と
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
で

も
あ
り
ま
す
。
実
際
に
動
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
私
で
は

な
く
、地
元
の
方
々
な
の
で
す
。

　

あ
ら
ゆ
る
出
来
事
に
お
い

て
、
私
が
旅
発
つ
の
と
同
じ
よ

う
に
、〝
な
く
な
っ
た
後
の
こ

と
〞
を
考
え
て
下
さ
い
。
高
齢

者
は
い
つ
か
亡
く
な
り
ま
す

し
、
来
島
者
も
い
ず
れ
は
去
っ

て
い
き
ま
す
。
建
物
も
産
業
も

無
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

子
ど
も
達
が
帰
り
た
い
町
、
親

が
子
ど
も
を
育
て
た
く
な
る
町

に
す
る
に
は
、
今
の
大
人
達
が

未
来
の
姿
を
見
据
え
、
ど
の
時

代
に
も
通
用
す
る
出
来
事
を
作

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
人

は
社
会
の
歯
車
で
す
。
住
民
ひ

と
り
ひ
と
り
が
少
し
動
く
だ
け

で
、
小
豆
島
は
き
っ
と
ま
た
昔

の
よ
う
に
、
大
き
く
動
き
出
す

で
し
ょ
う
。

オリーブバスは、みんなのバスです。路線バスを利用しましょう。

　　
『
島
の
歯
車
』

現
住
所　

坂
手

岡　

村　

美み　

紀き

さ
ん


